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以上のよ うな諸条件から総合的に判断して、図－ 1から図 3に示す間口2700mm（約9
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のための、 さまざまな体験カ リキュラムが強く望まれる。そのよう な現状の課題を鑑みると、
本稿で報告したような試みは少なからぬ示唆を含むものと考えられる。
末尾になってしまったが、この度 「学生たちによる木造建築物jを試作するのに際して適切
なる御指導や御協力をいただいた方々に謝意を表したい。魚津社寺工務店の野口英一朗氏、 舞
鶴市役所の石原雅章氏、赤煉瓦倶楽部 ・舞鶴の馬場英男氏と矢谷明也氏、建築現場隣地の伊藤
豊男氏、 舞鶴市立赤れんが博物館関係者各位、その他にも舞鶴市ならびに京都府の皆様に多大
なる御力添えを賜った。この紙面を借りて心より感謝申し上げるしだいである。
注1）「第5章 柱を建てる建築と壁を積む建築」 拙稿、『日本煉瓦史の研究』水野信太郎、法
政大学出版局、1999年3月31日、pp.235-242。「江別市内に現存する組積造建築物の調査
研究j拙稿、『北海道浅井学園大学生涯学習システム学部研究紀要創刊号』 同研究紀要編
集委員会、同大学、平成13年3月26日、pp.41-56 (2001年1月22日）
